
医療連携強化に向けた本事業の概念図

薬局

MMWIN加入*

専門医療機関連携
薬局

東北大学病院

研修①
8日間

初期導入
研修

研修②
週1回の実
地研修

県病薬 薬局

病院1：

研修会
定期的に開催

研修
①

研修
②

病院2：

研修
①

研修
②

宮城県
薬務課

認定

①②参加

医療連携強化
ワーキンググループ

医師・看護師・SW・介護師の参画 啓発・広報

県民・医療
従事者へ

＊：宮城県の地域医療連携システム「みやぎ医療福祉情報 ネットワーク」（MMWIN）

認定薬剤師養成研修

地域連携薬局 参加

＊*：認定要件については、継続的に検討中であるため、本フローは一部未確定である。



ポリファーマシー対策がん患者のフォローアップ体制

⑦トレーシン
グレポート

東北大学病院
薬剤部DI室

①医師：診察・処方

治療手帳・
処方箋

疑義照会

即時性は低いが処
方医へ情報提供し
た方が望ましいと思

われる内容

即時性の高い伝
達すべき内容、
処方上の不備

東北大学病院

MMWIN＊へ
患者登録

③処方箋のプロト
コール番号からプロ
トコール内容を確認
④治療手帳・
MMWINで検査値、
患者背景等を確認
⑤適切な患者情報
を基に患者へ説明・
副作用の確認と把
握
⇒医師にフィード
バックすべき副作用
情報等を把握！
⑥かかりつけ薬剤
師として患者を継続
的にフォロー

医療機関間の連携強化に向けたモデル事業

Ａ病院 Ｂ病院

東北大学病院

② 【入院時】持参薬を確
認し、ポリファーマシー
の評価を実施
③ 【入院中】医師と協議
し減薬、または保留

④ 【退院時】ポリファーマシーの評
価結果を薬剤師の退院時サマリと
して共有（減薬結果又は減薬の可
能性について）

① 【入院時】かかりつけ薬剤師から
服用薬剤に関する情報等を得る

⑥ 【外来時】トレーシングレポートで
ポリファーマシー対策の結果の共有

保険薬局

【外来時】
⑤ポリファーマ
シーの可能性のあ
る継続処方に対し
処方した医療機関
と調整

④’ 【転院時】ポ
リファーマシーの
評価結果を薬剤
師の退院時サマ
リとして共有（減
薬結果又は減薬
の可能性につい
て）
⑤’ 【転院後】
処方元でポリ
ファーマシー対
策実施

処方箋

処
方
箋

⑧診療支
援上に取り
込む（がん
関連は提
案事項がな
い場合も取
り込む）

⑨医師に
情報提供
した旨を
報告

②薬剤師等による説明
と副作用確認・変更点
などを治療手帳に記載

⑩有害事象等重要なレ
ポートがある患者に対
し、診察前に薬剤師が
患者に聞き取り（有害

事象・食事等）

MMWINメール
を利用したPDF
での運用開始

MMWINメール
を利用したPDF
での運用開始


